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研究要旨 アトピー性皮膚炎(AD)は様々な遺伝的・環境的要因が複雑に絡み合って発症する疾患

であるが、近年いくつかの subgroup の集まりとする考え方が報告されるようになった。代表的には

血中 IgE 値により分類する方法がある。今回我々はアトピー性皮膚炎を IgE の低い内因性と IgE の

高い外因性の病型に分類し、アトピー性皮膚炎でみられる皮膚症状、特に痒疹反応などを含めた難

治性皮膚症状との関連を詳細に検討した。Dennie-Morgan fold、紅皮症、頚部色素沈着、結節性痒疹

などの難治性皮膚症状は外因性 AD で多くみられ、今後それらの病変の発症メカニズムを検討して

いくことでターゲットを絞った新規治療法の開発につながっていくことが期待される。 

 

A． 研究目的 

アトピー性皮膚炎を IgE の低い内因性と IgE の高い外

因性の病型に分類し、 

アトピー性皮膚炎でみられる皮膚症状、特に痒疹反応

などを含めた難治性皮膚症状との関連を詳細に検討

する。本研究にはフィラグリン遺伝子変異の有無や皮

膚でのプロテアーゼ発現の有無についても含まれる。

このような検討を多施設にわたって大規模に行った

例はなく、今後アトピー性皮膚炎の病型と難治性皮膚

病変の関連が明らかになれば、そのような病変の発症

メカニズムを検討していく上で大きな利点となり、ひ

いては、ターゲットを絞った新規治療法の開発につな

がっていくことが期待される。 

 

B．研究方法 

日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎ガイドラインの診

断基準を満たし、東京医科歯科大学、浜松医科大学、

京都大学、大阪大学、防衛医科大学の皮膚科外来通院

中の AD 患者のうち同意が得られたものを対象とした。

AD を IgE≦200 の内因性と IgE>200 の外因性の病型に

分類し、痒疹等の難治性皮膚病変、血中 IgE 抗体値な

どの各種検査値や金属アレルギー（Ni、Co、Cr）、フ

ィラグリン遺伝子変異の有無等について調査を行っ

た。 

 

C．研究成果 

対象は 168 例が登録された。内因性 AD19 例（男 5、

女 14）、外因性 AD149 例（男 90、女 59）。難治性皮膚

症状としては Dennie-Morgan fold、紅皮症、頚部色素

沈着、結節性痒疹が外因性 AD に多くみられた。内因

性 AD では金属パッチテスト陽性例が多くみられたが、

逆にフィラグリン遺伝子変異例は少なかった。 

 

 

D．考察 

IgE 値に基づいて内因性、外因性の病型に AD を分け



たとき、臨床症状に違いがみられた。それらの違いに

は金属アレルギーやフィラグリン遺伝子変異による

皮膚バリア機能が関係している可能性が予測され、今

後さらなる検討が必要である。 

 

E．結論 

Dennie-Morgan fold、紅皮症、頚部色素沈着、結節性痒

疹などの難治性皮膚症状は外因性 AD で多くみられ

た。今後それらの病変の発症メカニズムを検討してい

くことでターゲットを絞った新規治療法の開発につ

ながっていくことが期待される。 
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